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保健体育科：コロナ禍の3年間を振り返って
一高校3年生のコメントからみえるもの一

筑波大学附属高等学校保健体育科
中塚義実、鮫島康太、征矢範子、 松本英樹、羽石南、 天羽礼

※本報告は、第72回高等学校教育研究大会(2022年12 月10日 筑波大学附属高等学校主
催）の保健体育科分科会で取り上げた内容を、当日の議論とともに再構成し、研究資料と
して提示するものである。

はじめに

2020 年初頭に始まる新型 コ ロナのパンデミックは3年目を迎え、今 年度の研究大会もオ
ンラインでの開催となった。2020 年4 月に入学したいまの高校3年生は、3年間を丸ごと
コ ロナ禍で過ごしたことになる。

保健体育科では2020年度の研究大会で 「 コ ロナ禍でみえる保健体育科のすがた一 “いの
ち” にかかわる教科として」と題して コ ロナ禍初年度に考え、取り組んだことを報告した。
取り組み事例としての「朝体操」については全体会で報告した。生徒の コ メントはアンケ ー

ト調査や日々接する中で得たものを盛り込んだが、 いずれも教師目線の記録である。
今回は、 「 高校3年生の コ メントからみえるもの」という副題を掲げ、 コ ロナ禍の3年間

を振り返ることにした。今回のテ ーマ設定の意図として、第72回研究大会保体科分科会参
加者に事前に示したのは次 の3点である。
1)今回が コ ロナ禍の学校体育を取り上げるラストチャンスである（としたい）

次年度以降はふたたび対面で実施したい。 コ ロナ禍を振り返るラストチャンスである。
2) コ ロナ禍で考え、 実践してきたことは、保健体育科の意義や価値を考えるうえで璽

要。 共有しておきたい。
また、 さまざまな制限の中で行われた（または中止や延期となった） 学校行事や 部活
動、 あるいは始業前や昼休み、 放課後の自由時間の重要性など、授業以外の学校生活か
らみえることも取り上げたい。

3) コ ロナとともに3年間を過ごしたいまの高校3年生の意識を把握しておきたい
生徒たちは コ ロナ禍で何を得て、 失ったと感じているのか。 教師側の観察も含め、 参加
者と意見交換したい。
これらを通して学校体育の意義·意味を考え、After コ ロナヘ向けて何を為すべきかを考

察したいと考える。
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I. コ ロナ禍における学校生活(2020,..,_,2022年度）
1. 1年次(2020年度）
l) 保健体育科からのメッセ ー ジ（補足資料）

右は年度初 め 12020年度 保健体育科 年間計画

の年間計画 で あ
る。 例年通り1 ,
2 年次 は男女別必
修、3 月次 は男女
共習選択実技 を
計画していた。し
かし3月からの一

斉休校は年度が
改まっても継続
し、全ての教育活
動の見直しが求
められた。

先行きはまっ
たく見えない中、
まずは「保健体育
科からの メッセ
ー ジ」 を発信し
た。並行して、ス
テ イホ ー ム を余
儀なく された生
徒たちの現状把
握に努め、心身の
健康のために「朝
体操」 をはじめ
た。「保健体育は

“いのち’' を扱う
教科です」との自
覚はこのころ生
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4月11日にこのメッセー

ジを生徒向けに配信
（動画付き）。ここに
我々の“ 思い＂ が込めら
れています。

すべてはここから
スタ ー トしました！

「まだ高校に行ったこともない
中、先生から初めてメッセー

ジをいただけてとても心強
かったのを今でも覚えている。
自分は自粛期間も十分に楽
しめたと思うが、それのきっ
かけがこの文章だったので本
当に感謝するべきだと思って
いる」

【1年男子】

まれた。 コ ロナ禍で改めて確認 された、 教科の本質と言える部分である。
アンケ ートに記 された 「1年男子」の コ メントからは、 メッセ ー ジヘの感謝が述べられて

いる。 当時の1年生が、 いまの3年生である。
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2)朝体操から分散登校へ

休校期間中、 生徒が 「夜

型・運動不足・スマホ依存」

に陥っていることが、 調査

やオンライン面談等で明ら

かになった。そこで「生活習

慣の確立」と「運動のきっか
け」の観点から、平Hの朝の

1 5分間、 「朝体操」を実施

の様

・「生活習慣の確立」 「 運動のきっかけ」の必要性から4/22より開始

することにした。1年生にと •平日の朝8:30~8:45(5911までは9:15開始）に学年ごとに実施。教員参加もOKI

っては まだ会ったことのな ［悶悶霜；り？t心需悶は出？t;
画を組み合わせ）

いクラスメ ー トと、 画面上

であるが、 顔を合わせる機

会である。 「仲間との交流」

の場として機能していたこ

とが調査 からうかがえる。

6月1日から、 学年ごと

の分散登校が始まった。 そ

の際、 ホー ムルー ムととも

に重視されたのが体育実技

である。 体育の重要性を教

員全体で共有できたことは

重要である。

分散登校期の体育実

技について、 全校生徒

を対象とす る 調 査を

2020年7月31日～8月

7日に実施した。72 2 名

中659 名から 回答があ

った（回収率90%)。

休校期間中に 「運動

の必要性を自覚」 した

生徒は 9 割を超える

（「かなりそう思う」と

「ややそう思う」 の合

•生徒は任意参加。 「必修にすべき」の声もあったが…
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6/1（月）1年生
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6/3（水）3年生
6/4（木）1年生

「健康・体力
の回復」「仲
間づくり」の
観点から体
育を重視！

最初の体育実技は「“ フィジカルディスタンス＂を体感する！」がねらい
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計）。 「朝体操」 については6割以上の生徒が有効に活用し、 とくに1年生にとって顕著で

ある(PT報告「朝体操」 参照）。 2020年度前期の体育実技はクラスごとに男女共習で「体

つくり連動」 に取り組むものであったが、 「仲間との交流」 の而で生徒が体育の意義を強く

感じているのが印象的であった。

3)全校生徒 一斉登校の再開

1年次の夏休み明 12020年度 保鑓体育科 年間計画【緊急事態修正版】

けから3 学年が 学校 口「7

にそろうようになっ l | ISヽ鉦！●hl-531

た。 そこで後期から

は体つくり運動だ け

でなく、 体育で本来

取り組むべきスポー

ツ教育に取り組める

よう、 年間計 画を修
正した。 1, 2 年次の

必修単元は、 授業時

数は例年の3分の 2

程度となるが、 3年

次の選択実技とあわせて取
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※1月からは運動中もマスク着用、手洗い ・ うがいのさらなる徹底！
※1/13から再び分散Bとなり、以下のとおり修正した。
· 1年生は、うク℃ー・ テニス ・ フうインゲディスク・ J＼・レーポールの4種目x3時間
·2年生は、引き続きぅゲピー ・柔道 ・ J＼・レーホ ・ールを非接触で実施

り組むことにした。

2021年1月から再び緊急

事態宣言が発出され、 本校

でも 一時的に分散登校に戻
ることになった。 1年次は再

度授業を組み替えて対応す
ることとなり、 次年度の年

間計 画策定にも影響が及ん

だ。

2020年度（高校1年次） ー コロナ初年度

◆体育実技
1) 休校期間 (3~5月末） 一 「朝体操」実施
2) 分散登校 (6~7月） 一体育の重視

・心身の健康と体力向上のための
“
体ほぐし

’
'と水泳

3) 全員での対面授業 (8月末～10月） ー 自主・自律・自由の実践
・できることを少しずつ広げる 一 「正しく恐れる」
•新体カテストとスポーツ大会準備

4) 後期から年間計画に沿った授業 (10月～3月） ー スポーツ教育へ
・授業時数は半減だが、 1 年次に学ぶべき内容に取り組む
·I月から再び分散登校。1年生は接触のない球技

◆学校行事・部活動
・蓼科生活 (HR合宿）は中止
・スポーツ大会は学年別で半日開催。桐陰祭はオンラインで開催
・部活動への入部は7月。大会等はほぽ中止

◆自由時間（朝・昼・放課後） ー自由を奪われる
・昼休みは「黙食」のみ。朝と放課後に制限付きで委員会活動
・自由な遊びを構築できない

い まの3年生が1年生の

ころの体育実技は、 試行錯誤の連続であった。

4) 学校行事と部活動·委員会活動の様子

入 学式をはじめ、 多くの行事が実施できない1年間であった。 蓼科生活(1年夏のホー ム

ルー ム合宿）は可能性すら見えない状況であり、6月にようやく登校できる状況下で部活動
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への加入も 遅れた。 例年は6 月第一士曜日に行われる対学習 院総合定期戦は早々に中止が

決定 され、 高体連 ・ 高文連等、 部活動の 多くの 大会が中止となった。

校 内行事はさ ま ざ まな 工夫が 施 された。 クラス対抗の 球技大会である 「スポー ツ 大会」 で

は実施 種 目を 変更し、 バ レー ボール、 ド ッ ジボ ール、 アルテ ィ メ ッ トを、 学年ごとに登校し

て 半Hで行う 形で実施した。 桐陰祭はオンラインで実施し、 多くのメ デ ィ アが取り 上げた。

コ ロ ナ禍で 「何ができるか」を 考え、 実践した生徒た ちはす ばらしい。 しかしながら、 こ

れらの 準備を 進めるための委員会活動を行う時間は限られ、 話し合い 自体がオンラインで

進められることが 多かった。 校 内での 自 由時間はほ ぼない状態であった。

2 .  2~3 年次 (2021,...,22 年度）

2 年次 (202 1 年度） の 学校

生活は、 制 限付きではあるが
一斉 休校はなく、 授業 はほ ぼ

計 画 通り 進めることができ

た。 部活動も おおむ ね元通り

活動ができるようになった。

世間では東京オ リ ン ピ ッ

ク ・ パラ リ ン ピ ックの動 向が

注 目 されていたが、 学校行事

はその時々 の状況に 応 じて

対応 せ ざるを 得なかった。

例年は 1 年次で実施 される

202 1 年 度 （高校2年 次 ） ー 自 由 時 間 は な し
◆体育実技

・年間計画に沿った授業。 ただし45分授業で5分前舷散
・ コロナ対策をしながらほぽすぺてのことが実施できた

◆学校行事 ・部活動
・ 蓼科生活は直前で中止 。 1 1 月 の修学旅行は実施。 唯一 の宿泊行
・ スポーツ大会は学年別で半 日 開催。 桐陰祭はオンラインと対面の併用
・ 部活動はほぽフルに展開。 ただし制限付き

◆登 下校
• 朝 は8 : 40から登校。 手洗い後に校舎へ （手洗い点検あり）。
祖閏店粽埒塁乳閉n観察。 9 : 30から45分授業 X 6時間。 1 7 : 1 0下校 （用のない生徒

◆自由時間（朝 · 昼 ・放課後）
・ 事前届 け出制により8 : 20から朝活動可。
ただし委 員会のみ （部活動の朝練等は不可）

・ 昼休みは30分間の黙食のみ。 委 員会 ・ 部活動は不可
・ 放課後は委員会 、 部活動が条件付きで認められるが、 用のない生徒は下校．

1 5 : 1 0 - 1 7 : 00部活動可。

蓼科生活を、 現3 年生は 2 年次の夏に再挑戦すべく 準備を 進めていた。 しかし 緊急事態宣

言の再発令を 受 けて 直航で中 止となり、 生徒も教師も シ ョ ックは大きかった。 11 月末の 沖

縄修学 旅行は万全の態勢で 2022 年 度 （ 高校3年 次 ） ー 自 由 時 間 ができ て …
臨み、 3年間で 唯一の宿 泊行 ◆体育実技

・年間計画に沿った50分授
事として 大きな 成果を 上 げ ・ コロナ対策をしながらほぽすべてのことが実施できた

ることができた。 スポー ツ 大 ◆ 学校行事 ・ 部活動
桐陰祭は外部者を受け入れて対面で開催。

会は前年度 同様、 学年 -‘との スポーツ大会は全校生徒で開催。 イベントも実施できた ！- · 部活動はほぽフル稼働。 ただし加入数は減少傾向に…

半日 開催。 イベン トはできな ◆登 下校
、 • 朝 は7 : 40から登校。 手洗い後に校舎へ （手洗い点検なし）。いが 学年全体で 開 閉会式 か

できた。 桐陰祭はオンライン

と リ アルを 併用する 形で実

施。 外来者は受 け入れられな

· 8 : 30にSHRで健康観察 (3年生は登校時刻が異なる）。
8 : 40から50分授業 X 6時間。 1 7 : 40下校 （ 用のない生徒は速やかに下校）

◆自由時間（朝 と昼と放課後）
・ 登校後は委員会 、 部活動の 自 主練習 が 自 由にできる 。
ただし夏まではマスク義務あり （教員見回り）

・ 昼休みは 1 2 : 30 ~ 1 2 : 50が黙食 。 その後は 自 由に活動できる （教員見回 り）
・ 放課後は委員会 、 部活動が条件付きで認められるが 、 用 のない生徒は下校。

1 5 : 1 0 ~ 1 7 : 30部活動可。
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かったが、3 学年そろって閉 会式（会場間をオンラインでつな ぐ）をや り切った。
引 き続きコ ロナ禍で「 何ができるか」を考え、実行してきた生徒たちであるが、委員会や

生徒会活動の進め方には コ ロナ禍の2 年間が大きなプ レー キとなり、「新たな様式」を探る
にはまだ時間がかかる様子であった。

いまの高校3年生が、2 年次 末に書いた 「 体育理論を振り返って」の コ メントを、本人の
許可を得たうえで転載する。コ ロナ禍での入学当 初 から 休校期間中の思い、そして2年次 末
の時点での思いが率直に述べられている。

【参考】 2 年生男子 「体育理論を振 り 返っ て」 (2022 年 3 月 ）
改めて コ ロナ禍が始まったばかりの入学当時を思い出した。 批界中の人々が予想にもして

いなかった事態が突然起こり、 高校 l年生だった我々 は入学したばかりなのに家に籠る結果
となった。 急なことだったので長 期間家で過ごす実感がなかなか湧かず、 運動や 勉強の計画
を立てることなく何週間か過ごした。

そんな中、 自粛生活にも嫌気が さしてきた頃、 体育の先生方が朝の体操を始めて下 さり、
体を動かすのは勿論のこと、 早寝早起き、 忘れていた健康を保つための生活の重要性に気づ
か され、 自分を立て直すことが出来た。 また、 同じく 体育の先生方からの手紙を読み、 社会
の一員 と しての自覚を持つこと 、 運動 ・ 栄養 ・ 休養のサイクルを確立し、 自分自身の健康を
保つこと、 遊び 心を持つこと、 そしてこの機会だからこそ 多くのことを学ぶこと。 これらを
自分の中で何回も見つめ直した。 筑波大学附属高等学校はこの時点で、 学校に直接行ってな
い、 先生にも会っていないにもかかわらず、 我々に多くの学びを与え、 正しい生き方への道
を作ってくれた。 自分が絶望した枇界に直面した時、 それを元の輝きを放つ希望の世界へ戻
そうとするのではなく 、 その絶望した世界という環境に、 いかに適応していく か、 その世界
が変わらなく ともいかに自分を変えていくのか、 教えてく れた。 我々もただ教えられるとい
う受け身を取っただけでなく 、 そ れを自らの意識に変え、日々 に更なる運動を取り入れる、
計画を立てる等、 応用 することが出来た。

私は コ ロナ禍に直面したことによって、これらのことを考え、 確立することが出来たが、
もし直面してなかったらと考えると、 おそらく意識は芽生えてなかっただろう。日々 の注意
カ のな さを実感した。 またいつ新たな脅威が発生して、今 よ り更に酷い状態になるかは誰に
もわからないが、 もしものことを想定して日々 過ごしていかなくてはならないことには変わ
りない。今 までの二年間で学んだことを無駄にしない よ う、継続していく。

3年次 (2022 年度）は登下校時刻も平常に近づき、年間を通して計両通り授業を進めるこ
とができた。部活動もほ ぼ元の状態に戻りつつある。
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学校行事は、 院戦で3 校そろっての合 同 閉会式が行われ、 スポー ツ大会でも全校生徒参加
の「イベント」が復活した。桐陰祭では外来者を受け入れられるよ うになり、 対而をベース
に行うことができた。 いずれも制限付きではあるが、 元の姿に戻りつつある。

そして何よ り、 3年時になって よ うや く自由時間が得られるよ うになった。始業前、昼休
みの後半（前半は黙食）に、 広い体育施設を自由 に使って遊ぶ生徒のすがたを久しぶりに見
ることができた。 ほ ぼ元の学校生活に戻った。

注）2023年1月からは、 放課後の部活動以外の居残りも認 められる よ うになった。

今 年の3年生が、 1年次 からどのよ うに体育実技が展開 されてきたのかをまとめた。
1年次 は コ ロナ禍によ り何度も計両が修正 された。 その影響は 2 年次 まで及び、 第1 期

に、 本来は1年次 に履修すべき単元を置くことになった。 また通常は1年次 にサッカ ー 、 2
年次 にラグ ビーを置くのだが、 1年次 のサッカ ーが途中で終わったクラスが大半だったので、
2 年次 に 「 フットボール」 単元を罹き、 サッカ ーとラグ ビーを並行して行うこととした。

3年次 は予定通り進めることができた。

2022年度 3年生 (131回生）
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II .  本校に お け る コ ロ ナ対策 の推移 と 状況
3 年間の コ ロ ナ対策を

振り 返ると、はじめは何も

わから ず、政府や自治体の

方針に 従うだ けであった。

そのう ち 学校 関係だ けで

なく 競技 団体が ガイ ドラ

インを 示すようになり、体

育実技を 進めるうえでの

参考になった。校 内の コ ロ

ナ対策は 「 拡大総務部会」

が中 心になって進めた。

生徒た ちは示 された 方

コ ロ ナ対策
◆ 2020年度 ( 1 年次）

・ 手洗いをしてから校舎へ入る（教師の監督つき）
・ 毎朝SHRで健康観察

く 分散登校期 ＞
・下校後は机と椅子を消毒／ポール ・ ラケットは毎回消毒

く 夏休 み 以 降 ＞
・使用した用 具ではなく、 手洗い ・ うがいを徹底

◆ 2021 年度 (2年次）
・手洗いをしてから校舎へ入る（教師の監督つき）
・ 毎朝SHRで健康観察

◆ 2022年度 (3年次）
• 朝 は7 : 40から登校。 手洗い後に校舎へ （手洗い点検なし）。
· 8 : 30にSHRで健康観察 (3年生 は登校時刻が異なる） 。

8 : 40から50分授業 X 6時間。
1 7 : 40下校 （ 用のない生徒は速やかに下校）

針を 受 け入れ、概ね守られた。本校の元教員が 学校訪問に 訪れ、 昼休みの 黙食風最を見て「こ

と感慨深げに 語っていたのが印象的であった。の 学校もこうなったのか」

3年間で 学 級閉鎖や部活動ごとの活動停止は何件かあったが、 学校全体の 休校措罹は初年

度のみであった。 本校の コ ロ ナ対策は概ね成功したと 言えるだろう。
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m. 高校 3 年生の コ メ ン ト と ア ンケ ー ト 調査

10 月24日～11月10日まで、 高校3年生243 名 にグー グル フ ォ ー ムで質問紙調査を実施
した。 ちょ うどスポー ツ大会が終わり、後期の選択実技が始まるころである。

調査開始にあたり、 事前に以下の文書を配信した。 調査の予告編である。
最終的には214 名 よ り回答が得られた（回収率 88.1%) 。

3年生各位 2022 .10 .21．配信

【予告編】 コ ロ ナ禍の学校体育 ・ 学校生活 に 関す る 調査

筑波大学附属高校保健体育科

3 学年そろってのスポー ツ大会が3年ぶりに開催 されました。 一人ひとりの笑顔と涙、ク
ラスごとの団結と交流、 学校中の盛り上がり… 。 桐陰祭とともに、3 年ぶりに全校生徒が集
まり開催できたことに喜びを感じているのは、皆 さんだけでなく、私たち保体科教師も同じ
です。

多くの制限の中での高校生活もあと半年で終わろうとしています。 コ ロナに振り回 された
悔し さはあるでし ょ うが、 さまざまな工夫をしながらできることに精いっぱい取り組んだ 3

年間は、これからの社会を生きるうえでとても大切なものを獲得した期間だったのではない
でし ょ うか。皆 さんが各単元のまとめ等に書いてく れたことを通して、また2年半のあゆみ
を横でみながら、 そう感じています。

貴重な経験を積まれた皆 さんに、標記 アンケ ートヘの協力をお願いします。10 月24日（月）
に3年保健体育科のクラスルー ムにアップします。10 月中に全員必ず提出してくだ さい。得
られたデー タ は統計的に処理し12 月10日の研究大会で発表するとともに、今 後の保体科教
育の方向性を探るための資料として活用 します。

この文書は、1年次 からの取り糾みを振り返る予告編です。 事前に目を通し、 考えておい
てくだ さい。

【 目 的】
コ ロナ禍の学校体育 ・ 学校生活がどのよ うなものだったのかを高校3年生に自 己評価し

てもらい、 学校体育のあり方を検証する資料を得る。
【 内容】

1 . 学校体育（授業 ・ 行事·部活動等）を中 心に高校3年間を振り返る
1) 休校期間中 2) 体育実技 3) スポー ツ大会 4) 宿泊行事 5)部活動
6 ) 始業前 ・昼休み ・ 放課後

2 . コ ロナ禍の3年間で得たものと失ったもの（自由 記 述）

【参考資料】 略
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「 コ ロ ナ禍の学校体育 ・ 学校生活 に 関す る 調査」 結果

対象 ： 筑波大学附属高等学校 3年生 215 名 （回答率 87 .7 %)
方法 ： Google フ ォ ー ム
期間 ： 令和4 (2022 )年10 月24 H ~11月4 H 

1. 学校体育 （授業 ・ 行事 ・ 部活動等） を 中心に高校3年間 を振 り 返る
1 ) 休校期間 中

休校期 間 中 の朝 体操 に つ い て
有益 で あ っ た 19 

(7 .9%) 

3 

( 1 . 2%) 

2020 .8  

202 2 . 1 1  

0 %  10% 20% 30% 40% SO% 60% 

76 

( 3 1.5%) 

70% 80% 

11 

(4.6%) 

90% 100% 

■ か な り そ う 思 う 日 や や そ う 思 う ■ ど ち ら と も い え な い 2 あ ま り 思わ な い □ ま っ た く 思わ な い

「朝体操は有益であったか」という質問に対し、 「かなりそう思う」 「や や そう思う」と回
答した生徒は、2020年の同調査と比較して全体的に減少していた。実施直後の2020年度の
インパクトが簿れたからだろうか。

2) 体育実技

1 年次6,7月 （分散登 校 でHR と 体育の み）

体育実技 に つ い て

有 意 義 で あ っ た
108 

(50.2%)  
85 

(39.5%) 
17 S 

(7 .9%) ( 2 .3%) 

28 9 

1年次1 月 以降
77 

(35.8%) 
101  

{47%) ( 13%) (4. 2%) 

（ ラ グ ビ ー 、 バ レ ー ｀ フ ラ イ ン グ

デ ィ ス ク 、 テ ニ ス の 非接触種 巨 ）

2年次(45分の短縮授業）

3年次(SO分授業）

0% 

130 
(60.5%) 

20% 40% 60% 

7 1  
(33%) 

80% 

● か な り そ う 思 う 口 や や そ う 思 う 2 ど ち ら と も い え な い 口 あ ま り 思わ な い

10 4 
(4.7%) ( 1 .9%) 

100% 

体育実技が 「有意義であった」と答えた生徒の割合は非常に高い。その傾向は学年が上が
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るにつれ高まり、 「かなり」 「や や 」を含めると、 最終的には 9 割以上の生徒が有意義だった
と答えている。

有益だったと思える点については、 85％の生徒が 「仲間とのコミュ ニケ ー シ ョ ン」を挙げ
ていた（複数同答可）。 また体育で学んだ 「最も大切」 なことも、 仲間とのコミ ュ ニケ ー シ
ョ ンを挙げた生徒が半数を超えている。この傾向は2020年度の調査結果とも一致している。
体育 の 授業 は 生徒 た ち に と っ て 、 仲 間 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 欠 かせ な い 時間 で あ っ
た こ と が う か が え る 。

高校3年間 の 体育実技で有益だ っ た と 思 え る 点 は何ですか
（複数選択可）

仲 開 と コ ミ ュ ＝ ケ ー シ ョ ン

基礎休力 の 向 J: � 125 (58.1%) 

専 門 的 な 技術 ・ 技能面 の 向 J:: k／I/'/'/'I/＇I/＇I/＇/ク笏’/f／I/／/I//『 66 (30.7%) 

自 覚 と 責任 あ る 行動 と 自 主的な活動

心身 の笹原 の 保持増進

楽 し む こ と ・ 遊 び心 ヨ 3 ( 1.5%)

特 に な し 笈� 6 13%) 

20 40 

55 (25.6%) 

60 80 

121 (56.3%) 

100 120 140 160 

高校3年 間 の体育実技 を 通 し て 学 ん だ最 も 大切 だ と 思 う こ と

117 
(54.4%) 

27 10 14 
( 12 .6%) (4.7%) (6 .4%) 

9 iiiiiiiiii璽

0% 10% 20% 30% 

■ 仲間 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

a 専門 的 な技術 ・ 技能面 の 向J:.

口 心身 の健康の保持増進

口 特 に な し

3 ) スポー ツ大会

40% 50% 60% 70% 80% 

口 基礎体力 の 向 上

口 自 覚 と 責任あ る 行動 と 自 主的 な 活動

8 楽 し さ

43 

(20%) 

90% 

180 

183 (85.1%) 

200 

1 2 
( 0 .5%) (1%) 

100% 

スポー ツ大会は有意義であったかという質間には、 80 ％以上の生徒が 「かなりそう思う」、
「や や そう思う」と回答した。この傾向は学年が上がるにつれて高まり、 3年次 は 95.4 ％が
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「有意義であった」と同答した。 コ ロナの制限が徐々 に緩和 され、 最終的には3 学年全体で
イベントができた2022年度のスポー ツ大会が、 いまの高校3年生にとってたいへん有意義
であったことがうかがえる。

ス ポ ー ツ 大会 に つ い て
有 意義 で あ っ た

83 90 
(38 .6%) (41 .9%) 

38 

1 年次

2 年次

3 年次 1 
(0 .5%)  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

参加 す る 際、 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染 ・ 拡大 へ の 不安 が あ っ た

1 年次

2 年次

17 65 86 
(7.9%) (30.2%) (40%) 

| | | | | | | | | |1 | | | | | l 曹・
9
／／/／／/／／“··冒

13  49 97 
(6%) (22 .8%) (45 . 1%) 

1 | | | | | | | 1 | | 1 |胃-

47 
( 2 1 .9%) 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

■ か な り そ う 思 う m や や そ う 思 う 口 あ ま り 思 わ な い 口 ま っ た く 思わ な い

ス ポ ー ツ 大会 の 意義
145 

(67 .4%) 

63 
(29.3%) 

7 
(3 . 3%)  O 

3年間 を 通 し て ス ポ ー ツ 大会 に 向 け た 活動 は 、

ク ラ ス が団 結 す る 機会 と な っ た

3年間 を 通 し て ス ポ ー ツ 大会 に 向 け た 活 動 は 、

学 年 を 超 え た 繋 が り を 持つ機会 と な っ た

I IIIIIIIIIIIIIII疇
44 

{20 . 5%) 

47 
(2 1 .9%) 

85 
(39 .5%) 

39 

(18 .1%)  

I I 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

■ か な り そ う 思 う 田 や や そ う 思 う 2 あ ま リ 思わ な い 口 ま っ た く 思 わ な い

4 ) 宿泊 行事
蓼科生活に関して、 1年次 の中止は約 8 割の生徒が 「 や むを得なかった」 と答えたが、 2

年次 の中止については半分以上の生徒が不満を抱いていることがわかる。また、 2 年次 の修
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学旅行に 「行けてよ かった」と思う生徒は、 「かなり」 「や や 」を含めると 99.1％でほ ぼすべ
ての生徒が修学旅行に行けてよ かったと回答した。

宿 泊 行事 に つ い て
84 

{39. 1%) 

89 
(41 .4%) 

3 1  11 

1年次 の 蓼科生活 が コ ロ ナ に よ り 中 止 に

な っ た こ と は や む を 得 な か っ た と 思 う

( 14.4%) ( 5 . 1%) 

2年次 の 蓼科生活 が コ ロ ナ に よ り 中 止 に

な っ た こ と は や む を 得 な か っ た と 思 う

2年次 の修学旅行 に 行 け て よ か っ た と 思

ぅ

{ 15 .8%) {31 .2%) {33 .5%) { 19 .5%) ― | | 1 | | 1 1 廿 1 || | | 1 贋'／///／/／//／／/／／“
192 

0% 20% 40% 60% 80% 

■ か な り そ う 思 う El や や そ う 思 う 口 あ ま り 思 わ な い D ま っ た く 思 わ な い

100% 

「宿泊 行事の実施有無に コ ロナが与えた影響についてどのよ うに思いますか」 について
の自 由 記 述の回答のうち主なものを以下に示す ( 0 は肯定的。 ●は否定的）。
0普段の学校行事をよ り楽しもうと思うことができた
0 行事ができることのありがた さや 大変 さを、 例年よ りも感じることができた
0楽しみにしていた蓼科生活が何度も中止になり、悲しかったが、例年とは形式が異なって
いたと言えども行くことが出来た修学旅行は楽しむことが出来、宿泊行事の貴重 さ、重要 さ
を再確認 することができ、 結果的には良かったかと思う。
●安全を守るためには中止も必要だったが、 貴重な友人たちとの宿泊 行事ならではの交流
がなくなってしまい、 とても残念だった。
●や むを得ないことはわかっていましたが、 悲しかった。
● コ ロナに憤りを感じた

5 )部活動
「部活動に所属している人は、 コ ロナ禍で制限 された中、3年間の活動で学んだことや 気

づいたことを記 述してくだ さい（部活動名 も記 載）」 に対する回答は以下のとおりである。
( 0は肯定的。 ●は否定的）
0仲間と試行錯誤しながら取り組むこと、自分との向き合い方、そしてそれらを学ばせてく
れるサッカ ー というものの偉大さを学ぶことができました。 そのよ うに考えると、 あんま
りコ ロナは関係なかったかなと思います。（サッカ ー）
0大会や 試合が中止になり、 自 分たちのモチベー シ ョ ンとなる目標を見つけにくく なって
しまったが、その中で部活内での自分の役割や 、改めて自 分の泳 ぎを見直す機会を作ること
が出来た。（水泳）
0 主将を務めたが、 従来出来ていたことが出来ないということがこんなにも 心細いことだ
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とはと驚いた。 先輩も OBOG も誰も答えを持っていないので、 自分で考えて指示を出すし
かなかった。しかし、 そのおかげで部内の雰囲気や 一人一人のことを考えながら運営をカ ス
タ マイズしたので、 ある意味柔軟な動きがしや すかったかなと思う。じっとしているだけで
は何も始まらないので何か動かしたいなら自分から行動して発言すること。（弓道）
0 コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンは言葉だけで済ませるものではなく頻をみて初 めてうまく成立する
ものだということも学べた。（バ レー ボール）
0今 できることは何か、 どうすれば活動の幅を広げられるかについて考えることができた。
（睦上）
0見てくれる方がいて、 発表の場があって成り立つ部活なので、 正直不完全燃焼なことも多
い。しかし、 コ ロナ禍以前 よ りも感謝 の気持ちをしつ かり持って舞台に望める よ うになった
とも思う。何よ りみんなと部活に励むことが出来て、 未だに感染者が多い状況下であるにも
かかわらず院戦をもって引 退できたことが本当 に幸せだったと思う。（ダンス）
0演奏の練習は部屋を分けるなどしてできたが、 発表の場において観客がいない中演奏す
ることが思ったよ り虚しく 、 もっと多くの人に聞いてほしいと感じた。そのため、 音楽は聴
いてく れる人がいて成り立つということを実感 した。 また コ ロナ禍を考慮しながらも開催
できた春公演では、 コ ロナ禍での行事運営について学べる点が多くあった。（オーケストラ）
●周 りの表情が分かりづらく て、 話がお互いに通じているのかが感じ取るのが難しかった。
（ダンス）
●試合がなくなるなかでどのよ うに共通の目標を設定していくのかは難しかった。

6 ) 始業前 ・昼休み ・ 放課後
II で述べたよ うに、 コ ロナ禍の3年間、 学校生活における生徒の自由 時間は、 さまざまな

制限がかけられた。 始業前、 昼休み、 放課後について、 「 どのよ うに過ごしたかったか」を
尋ねた結果をまとめた（複数回答可）。

l ,  2年次 、 3年次 とも、 過半数の生徒が 「友人と過ごす」ことを挙げていた。逆に言うと、
友人を過ごす時間が奪われたことを物語っている。
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始業前 ・ 昼休み ・ 放課後 に つ い て
どの よ う に 過 ご し た か っ た か
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● 部活 の 自 主親 口 委 長 全活 動 図 勉強 口 友 人 と 過 ご す 口 匪院 ・ 娯楽 曇 そ の 他

2. コ ロ ナ禍の3年間で得たもの と 失っ たもの
自 由 記 述の回答で典型的なものを示す。( 0は肯定的。 ●は否定的。 △は皮 肉 的）

1) 得たもの
0日常への感謝
0 当 たり前のことを当 たり前にできる有難 さへの気づきを得た。
0 当 たり前だと思ってきた学校生活の尊 さを実感しました。
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0 毎 H 会えることが当 たり前でないということ、他人を思いや る生活、コ ロナ禍でも丁夫し
て行事はできるということ
0 パ ソ コ ンヘの慣れ、 友達との仲の深 さ
0オンラインに対する知識
0 自 分で過ごす時間は増えた。 また、 zoom や オンライン活動の技術も、 コ ロナが無ければ
これほど早 期に習得されなかっただろう。
0 自 由 な時間
0 団 体行動、クラスでの話し合いなどが無くなり、同調圧力を感じずに三年間過ごせた。そ
のため、一人で行動したり、友達に流 されずに自分の思うよ うに行動することへの恐怖を克
服できた。
01 から創り上げる力。
0 自 由 が制限 されている中で、 エ夫すること。
0 「 コ ロナだからできないや 」と言わず、 「今 できることを見つける」ことを学校生活を通
して習慣化できたと思う。 これは将来社会に出たときにも役立つことだと思う。
0感染症の蔓延によって様々 な不利益を被ったとはいえ、 この学校で過ごした 3 年間は最
高としか形容できないものだったと思います。 確かに コ ロナ禍でなければ得られていたで
あろうものは数多くあるかもしれませんが、今 、同じクラスの皆と教室で一緒に笑っていら
れるこの時間を得られただけで十分すぎる3年間でした。
0何かにつけて コ ロナが付きまとった 3 年間ではありましたが、 そんな状況下でも出会え
た仲間達や みんなと一緒に過ごした時間が私の麻校 3 年間で得たものです。 厳しい状況下
で過ごしたからこそ 、 コ ロナがなかった世界線 よ りも強 固な絆ができたのではないかと思
います。
0 一緒に苦労を共にした一 体感
0限られた状況でどれだけ楽しめるか模索する力や 、 よ り大切で貴重になった行事や 対面
での関わりの大切 さを学んだ。
△柔軟な考えです。直前に行事が中止になることが多かったため、柔軟な発想で行事に取り
組めるよ うになりました。
△諦める大切 さと幾度の逆境に負けない 心強 さ
△理不尽でも現実を受け入れて工夫して新たなものを生み出す行動力
● コ ロナ禍であったことによ って得たものは特にない (12 件の同 回答）

2) 失ったもの
0僕は何も失っていませんむしろ多くのことを得ました (13 件同 回答あり）
●1,2年のときは部活と授業以外の時間にほとんど自由時間がなく、 遊べなかったし人間関
係も広がらなかった。
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●クラスメイトと仲を深めるタ イミング。1、2 年生の頃から、 もっと行事や 打ち上げなど
ができていれば、 仲を深められたと思う。
●放課後の思い出。 放課後も友達とパンなど食べて喋りながら過ごせると思っていた。
●私たちの学年は 3 年目にしてはじめてできたという学校行事がほとんどだったので、 本
来の行事の楽し さを味わってしまった今 、 この楽し さを 2 年前からクラスメイトと共有で
きたらどんなに良かっただろう、 と思う。

●スポ大も桐蔭祭も 3年生で行ったものが楽しすぎて本当 はこれがあと 2 回ずつあったと
思うと悔しい
●一番は、 本来学校で顔を合わせて過ごせるはずだった時間だと思う。2 年の11月頃から

今 まで、 コ ロ ナ禍での制限が緩和 されてきて本来の高校生活と同じぐらいの日常や 行事を
経験することが出来た。それは物凄く有難いことだし、それを与えてくれた先生達には感謝
しかないが、 この1年が楽しすぎて、 もし コ ロ ナがなかったからこれをあと 2回も経験す
ることができたのかと思うとや るせない気持ちでいっぱいである。
●多すぎて書ききれませんが、入学式はじめ、多くの行事が奪われたのは大きいです。これ
までの高校生でいう「普通の高校生活」が送れなかったよ うに思います。しかし、人間とい
うのは怖いもので、今 ではいい思い出が記憶の大半を占めています。 「普通の高校生活」は
過ごすことができなかったけれど、新しい形態に対応し、その中で最大限楽しもうとしたこ
と自 体が貴重なことだったのかもしれません。
●高校一年生に友達と過ごす時間
●1 年生での初 対面のときの コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンは コ ロ ナ禍でなければちゃ んと対面して

門□と／：ロ ニロニ： I 1 今回がコ ロナ禍聾霊Eげるラストチャンス

と思う。1年生の大事な時間を失われ
ました。
● 本来得るべきものがどの よ うなも
のだったのかがわからないです。少な
く とも友人や 部活の仲 間と過ごす大
事な時間は失ったと思います。
●体力が衰えた

m. 第 72 回研究大会での意見交換

2 コ ロ ナ禍で考え、 実践してきたことは、 保健体育科の意
義や価値を考えるうえで重要。 共有しておきたい

⇒ 保体科の意義や価値はどこにあるか ？
3 コ ロナとともに3年間を過ごしたいまの高校3年生の意
識を把握しておきたい

⇒ とくに、 「 得たもの」と「失ったもの」は何か ？
これからどうするか ？

教師側の視点で 一 「この3年間」と「今後」
1 ) 歴史的な転換点であった

・ リニューアルのチャンス

・ 「 不 易 」 と「流行」 一 何を残し、 改めるか
2) これから の学校のすがたを考える好機である

進む学校羅 れ （ 部活動加入率／塾・ 予傭校への依存） ／学校と地域の連携
3 ) 再認謹できだ遊び

＂
経験の重要性

12 月10日の第72回研究大会の教科分科会で上記 報告をし、 参加者と意見交換した。
こちらから「 議論のために」としてスライ ドを提示し、高校3年生のアンケ ート調査およ

び日ごろから生徒と接する中で感じられることを自由 に述べる場であった。
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教科分科会の前 半では鮫島による 柔道の公開授業 についての意見交換があり、 その中で、

「 コ ロ ナ禍で生徒の 自 由な発言ができにくくなっていること」や、 「 コ ロ ナ禍だ けでなく、

“群れ 遊び”を 経験できていない 世代に共 通する意識が コ ロ ナ禍で促進した 可能性 」への 言

及があり、 後 半の 議論に 引き継がれた。 以下のやり取りである。

中塚義実 ： （前略） と こ ろで 「表現の中身」 の 話がここ まで 多く出てきたが、 私はサ ッ カ ー

の授業を 受 け 持 ちながら、 「 表現の タイ ミ ング」 …これが 大事だ と 思 っ て い る。 例 え ば、 い

ま や っ て い る オ ン ラ イ ン の ミ ー テ ィ ン グ も 、 本当 は発言 を し た い の だ け れ ど、 指名 さ れれ ば

話 を す る よ 、 と か … リ モ ー ト が 中 心 に な っ て か ら そ う い う 習慣が定着 し て し ま っ て い る の

か な 、 と 思 っ て い る。 （ 中 略） 話 し 合 う 時間 を ど の タ イ ミ ン グで確保す る の か、 あ る い は 、

確保 し な く て も き っ ち り と 話 し 合 え る 生徒 を ど の よ う に 育 て る の か、 と い う こ と を 、 今 回 の

参加者 に は 若 い 学生 さ ん た ち も い る の で、 ぜ ひ ご意見、 感想等 を い た だ け れ ば と 思 い ま す。

参加者 A （学生） ： い ま の 中塚先生 の お話 を 聞 い て 、 確か に 指名 さ れれば話 を す る こ と は準

備 し て い る け れ ど、 な か な か 自 分か ら 手 を 挙 げて 話 を す る と こ ろ ま で の 自 信 は な い 、 と い う

の は そ の 通 り で、 グサ ッ と き ま し た。 「 リ モ ー ト で そ の 習慣が つ い て い る 」 と い う 中塚先生

の 考察 は 、 そ の 通 り 当 て は ま っ て い る と 思 い ま し た。 こ の よ う な 習慣へ の 対応 を 考 え る の は
…難 し い。 少 し 匿名 性 を 持 た せ て 発言す る 機会 を 作 っ て み る の は ど う で し ょ う か。 先 日 、 「 ニ

コ 生」 の 配信 の よ う に 、 自 分 の 意見 を 文字 に 打 っ て 画面 に 映 し 出 す方法 を 取 り 入れて い る 授

業 が あ り ま し た。 こ の 授業 は 、 生徒 の メ ン バ ー は変わ ら ず、 毎 回教員 が入れ替わ っ て 授業 を

す る 形 の 講座ですが、 他 の 教員 に は発言 し な い 学生 た ち が、 ニ コ 生方式 だ と 画面 内 で発言 し

て い て 、 そ の よ う な 方法 も あ る の だ と 感 じ た 場面が あ り ま し。 で も 、 私 は そ の 方式で も 発言

で き な か っ た の で、 や は り 難 し い です。

分科会では、 高校 ・ 大学の 現職教員から、 コ ロ ナ禍で感じられた生徒 ・ 学生の印象が 述べ

られた。 また 学生や 大学 院生からも、 裔校生 同様、 貴重な3年間を コ ロ ナに 奪われたことで

「 失ったもの」 と、 コ ロ ナだからこそ 「得たもの」 が 語られた。

発言者の 了解を 得たうえで、 分科会記録として 当日の意見交換を 残して おきたい。

本校の教員 ・元教員は発言者名を 示した。 ほかの発言者も、 紀要掲載にあたり 内容確認を

し ヽただ し ヽた。

征矢範子 ： 私はこの 3 年生の 担任長をしてい ます。 生徒た ちは裔校 3 年間のすごく 大切な

時期を コ ロ ナによって 奪われ、 したいことができなかったという 悔しい 想いがあると思い

ます。 保体科教員として、 教育者として、 生徒に 何をしてあ げられたかと 振り 返ることはす

ごく 大切だと思い ます。 いつ までも コ ロ ナ、 コ ロ ナと 言っている訳にはいき ません。 この3
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年間を踏まえて、 私たちはどのよ うに変化し、 何を残していくのかという思いがあり、 今回
のテ ーマ設定となっています。この会では皆 さんからも知恵を頂きながら、 さらに良い授業
を、 よ い学校生活を、 生徒に送らせてあげられるよ うにしていきたいと考えます。
いまの中塚の発表に対して、 ご意見、 ご質間等があればお願いしたいと思います。

福地修也（非常勤講師）：今 年度から筑波大学附属高校で仕事を させていただいていますが、
現3年生がこのよ うな過程を経ていまを迎えているということを改めて知りました。10 月

に開催 されたスポ ー ツ大会を思い起こすと、 相 当 な思いがあって取り組んでいたのだと感
じています。

「遊び」に関して取り上げ させてくだ さい。今 の生徒たちは、 私も含めてですが、 遊びが
下手だという話を中塚先生や 鮫島先生とした記憶があります。 自 由 な発想などができなく
なっているよ うな気がします。その原因は何なのか考えてみると、1 つはコ ロナの影響で 「こ
のよ うな場所で遊んではダ メだ」と制限が掛けられた中で過ごしていたことがあり、 生徒か
らすると注意 されるのであれば、 もう何もしないでおこう、 という発想に至っているのでは
ないかと考えられます。

これに近いこととして、 先ほどから話題に挙がっていますが「 自 由 に発言できない」こと
があります。私自身も自分から発言をするのが苦手なところがあり、 今 も修行中です。自 分
で発言することに対して、 何か注意 されるのではないかという感 覚を抱いているところが
あります。今 の生徒たちも、 何か言うと逆に言い返 されることを怖れているところがあると
感じています。教師として生徒と関わっていく身としては、 教員 側として間違いを恐れずに
発言すること、 また、 生徒が 自 由 に発言できるよ うな環境をこちらからどんどん作っていく
必要があると感じています。

征矢 ： 発言をするとそれに突っ込まれるとか、 怒られるとか、 そういう部分があるのかもし

れません。しかしそれが自 分にとっての学びとなり、 成長につながることがあると思います。
怖れずに、 どんどん発言してもらえればと思います。厳しく突っ込むことはありませんので。

中塚 ： エ ピ ソ ー ドを1 つ紹介 させてくだ さい。今 年の修学旅行で起きたことです。 私は11
月1日からクラス担任を代行していて、 先日、 沖縄の修学旅行に一緒に行きました。11月
2 7日が初日です。この日は、 サッカ ーW 杯の日本対 コ スタ リ カ の重要な試合がある日で19

時キックオ フ でした。 夕食のスタ ートも19時です。 修学旅行委員会が基本的なルールを設
定しますが「部屋移動禁止」としおりに書いてありました。しおりの読み合わせをクラスの
生徒とするときに、 「 本当 にこのルールを守れるのか ？ 」 と尋ねました。 「W 杯ともなれ
ば、 普通はみんなで応援するんじゃ ないの ？ 」と重ねて聞きました。修学旅行委員会が決め

たことに対して、 誰も何も言わないまま修学旅行の前々週になり、 そこで中塚から突っ込み
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を入れられたということです。 生徒たちはうや むや にして突破しよ うと思っていたのでし
ょ うか。改めて生徒たちに、「このルールが出てきた理由 を確認 しないと納得できないので
は ？ 」と尋ねたら、1 週間後に 「 コ ロナだから部屋移動をしないよ うにということです」と
の説明が委員からありました。や っと理由 を理解するところまでたどり着きました。 「そう
いうことらしいけど、 それなら守れるか ？ 守れるからルールとして明 記 されているのだ
な」と、部屋移動なしを確認 し、 約束しました。 しかし守れませんでした。

いま「修学旅行の振り返り」を書かせています。 「 どうせ言っても自 分たちの意見は受け
入れられないだろうと思ったから言わなかった」とか「私たちは意見を言わない習慣がつい
ている」など、反省文にはいろんなことがたく さん書かれます。 「このよ うなことではいけ
ないと思った」 との コ メントもあります。

こちらから働きかけないと、あいまいなまま放置して逃げる習慣が、いまの生徒にはあり
ます。 「 ではどうするか」と、もう一段突っ込まないといけないと思います。高校3年生は
選挙権を持つ年齢です。社会の担い手として、しつ かりと発言してもらわなければなりませ
ん。自 覚を持たせる上でも、体育、行事、部活動などすべてを含め、こちらから働きかけて
いかないといけないと強く感じています。

征矢 ： 最近の高校生、最近の若者という話の流れになりつつあります。そのことでも良いし、
コ ロナ禍の中で体育の意義 ・価値を考え直した時に、 どのよ うなことに気づいたかなど、
様々 なご意見をいただければと思います。

宮崎明世（筑波大学） ： 大学生も話し合いが下手です。 コ ロナに関わらずだと思います。例
えば大学で模擬授業をしますが、各授業のフ ィ ー ドバックの時間になっても、誰も何も言い
ません。指名 されると自 分の意見は言うのですが、出た1 つの意見に対して「 それはこうだ
から、ああだから」という積み璽ねた議論になりません。私が附属高校に勤めていたころも、
例えば 「 リ レーのメンバーを相談して決めな さい」と言った時に、 「 わかりました」と生徒
は言いますが、「 ほんとうにわかってる ？ 相談というのは、意見を順番に言うことではな
くて、だからどうするのかというところまでお互いに意見を言い合うんだよ 。本当 にわかっ
た ？ 」と いう と ころまで指導しない と 言い合いになりません。そういう部分が、今 の大学生
をみてもあると思います。体育専門学群生には体育 ・ スポー ツ に対する考え方については積
極的に コ ミットしていってほしいのですが、なぜか全く 生産的な議論になりません。仕方が
ないのでパートごとに少人数で話し合い、最後に授業者が前に出て、言われたことや 自 分の
思ったことを言う。そしてそれに対して何かありませんか、という流れを自 分たちで進めて
ほしいのですが… 。 何回か同じこ と をしていく大体わかるので自 分たちでできるだろう と
思っても、またこちらから言わないと進まない。これはいったいいつ頃からでし ょ うか… 小
学生のころからこうなのでし ょ うか。
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H 本人は「 質間ありませんか」と聞かれても質間しないタ イプが多いと言われています。
外国の方はす ぐにハイハイと、大したことのない質問でもします。子どもの頃から「何か発
言すると言い返 されてしまうのではないか、周 囲に何か思われるのではないか」というのは
私にもあります。みんなにもあると思いますが、いつから発言しなくなるのでし ょ う。もっ
と小 さい頃から議論や 、そ のよ うな練習が必要なのではないかと思っています。ただ、筑波
大附属小 ・ 中 ・ 高の生徒は、比較的発言する方だと思います。それでも、附属学校でも発言
が出ないというのは、 コ ロナのよ うな状況になってしまって よ り話せなくなってしまった
のではと思っています。 大学生などもま さにこの通りです。

いま大学 3 年生の担任をしています。 中塚先生のお話にあった高校生は、この 3 年間で
区切ることができます。 しかし大学は4 年間あって、 コ ロナ前を知っていた学年は現4 年
生しかいません。その学年が今 年卒業するので、大会などを集団運営したことがない学年 ・
学生ばかりになってしまいます。 来年度はどうなっていくのだろうと 心配しているところ
です。また、 コ ロナの3年間を経験してきた大学3年生は、1年次 の夏 休みごろまで筑波に
来ることすらできなかった学生たちもいて、コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンも取れませんでした。同じ
クラスの仲間の頻もわからない学生もいます。部活のメンバ ーだけで集まって固まってい
るのが、例年よ りも更に強い感じがします。今 年から対面授業を、大学の方でも積極的にす
る よ うになってきました。 大講義室の授業ではないところから対面が増えてきたのですが、
教室がどこにあるのか、3年生でもわかっていません。 心配しています。

雑感も含めて話をしました。いったいいつから… 。日本人の教育という意味で、ちょ っと
大きな話であると思いまが、 ぜひ、 何かお考えがあればお願いします。

征矢 ： 小学生のころは発言をすると褒められるので、恐れずに、どんどん手を挙げて発言を
していたと思いますが、中学校くらいになると、何か言われたらとか、怒られるんじゃ ない
かとか、周りを気にし始めます。 自 我が芽生えて、そういう時 期を経て、麻校生 ・ 大学と続
いて… 、 そういう日本の独特の流れがあるのかもしれないですね。

貴志泉（大阪教育大学） ： 私の大学でも3年生というのは特別と言われていて、部活動以外
ではグルー プになりません。 90 人程度の体育系 の学生がいますが、 互いの顔もわかってい
ません。 昨日の授業では、 同じクラスの学生の名 前を間違えて呼ぶ学生がいました。3年間
同じで、しかも目立つ リ ー ダー格の学生なのに間違えられています。この3年生は、 コ ミ ュ
ニケ ー シ ョ ンが取れない学年だと言われています。 目立つ学生ですら名 前を覚えられてい
ないのなら、いったい誰に話しかければこのクラスは動くのか、と間うてしまいます。みん
なバラバラです。グルー プを作る時には、す ぐに部活動内で集まってしまいます。そのグル
ー プを解くと、話をしなくなります。このよ うな状況で困っています。他にも宮崎先生と同
じことが起こっていて、 来年はどうなるのだろうと 心配しています。
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もう一点。中学生、 高校生となって周 囲の目が気になってく る時に、 や はり日本人は小 グ
ルー プを大切にするので、 その中での自分の評価が気になって、 みんな話をしなくなるのだ

と思います。しかし話ができる学生も中にはいて、 そのよ うな学生がカ ギになればいいと思
っています。筑波大附属にいた時はそのよ うな人材がいました。附属を離れていまの大学生
の中に入ると、 いったい誰が話を リ ー ドしてく れるのだろう、 話し始めてく れるのだろうと
すごく気になり、 指名 しています。 悲しい現実です。

征矢 ： 遊びとか コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンとか、 コ ロナの前からそのよ うな課題が出てきていたの
かもしれませんが、 コ ロナでよ り拍車がかかつ で • • ということかもしれません。

参加者 A（学生）： 私は大学3年生です。大学の先生からも「この学年はすごく大人しいね」
と言われています。 「例年なら、 自由 に飲み物を飲んだり、 授業中に立ち上がって話し合っ
たりする学生がいるのに、 この学年は高校生のよ うに静かに座って話をするのを待ってい
る状態で、 すごく珍しい」と言われて、 そうなんだ… と思ったことがあります。私は陸上部
に所属していて、 飲み会などもなかった状態から、 自分が先輩になってそのよ うな会を開い
ていかなければならない。合宿とかもです。そういう、 自分たちにとっては新しい行事を、
先輩たちから聞いたことだけで実際するとなった時に、 必要ないと思うことはどんどん省

いていって、 実施しよ うとしている最中です。
先ほど中塚先生が挙げてくだ さった「 得たものと、 失ったものは何か」という問いがあり

ましたが、 得たものは、 オンラインなど、 どんどん効率的な手段が出てきて、 それを活用し
なければならない状態になったので、 活用 できるよ うになりました。その反面、 効率という
ところが重視 されて、 このよ うにオンラインで授業も受けられたりして、 オンとオ フ の切り
替えが難しくなって、 よ り精神的にしんどい状態にも陥りや すくなりました。ヨ ー ロッパの
人たちならオンとオ フが切り替えられているけど、 日本人では さらに切り替えにくい状態

になってしまったなと思っています。
発言しにくい状態があるのは、 発言が評価されてしまうと思うからです。例えばこの場で

あれば、 まったく 考えられていないな、 浅いなと思われてしまうんじゃ ないか、 というとこ
ろであると思いました。そして、 なぜもっと発言をしないのかと考えた時に、 陸上部の話に
なりますが、 陸上部内で意見が異なった時に、 私もこのままでは良くないので意見を言おう
と思いましたが、 ある動画を見ました。その動画では、 「いいひと戦略」をした方が世の中
は生きや すい。他人に文句を言わずに、 他人と流れや 話を合わせていける人の方がこれから
生きていきや すい、 と言っている人がいました。そういう生き方をする方が社会に出た時に、
何事もなく進めるというか、 オンライン授業だったら、 先生が画面の向こうから発言してく
だ さいと言っても、 発言せずにじっとしていたら、 少し胸は痛みますが、 時間は過ぎて行っ
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て授業は終わる状況があります。このよ うな感じで、発言しない状況になっているのかなと
思いました。

征矢 ： すごく 良いお話をしていただきました。今 のよ うに、自分の状況のことを考えて発言
していただけると、 私たちもとても勉強になります。

参加者 B（院生） ： 中塚先生のお話の中で、 「遊び」という言葉が出てきますが、私も筑波
大附属高に授業見学に行った時に、昼 休みとかも運動をしているのが印象的でした。進学校
と言われる よ うな学校ではそのよ うな学校は少なく て、 昼 休みは教科書をみている よ うな
学校が多いと思います。筑波大附の良 さとして、遊びの重要性とか、スポー ツを文化として
捉えていて、保護者の影馨もあるのかも知れませんが、そのよ うなところが筑波大附の良い
ところだと思いました。遊びをするにあたっても、それなりの技能が必要なのではないかと
思います。 遊びにつなげるための体育の授業っていうのを先生たちはどのよ うに工夫 され
ているのか、 伺いたいと思いました。

発表ができない生徒や 学生が多いということに対してですが、 オー プンエン ドな質問に
は私も答えにくいと思っています。また、評価されることについては、先ほどの方も話をし
ていましたが、オンラインだと空気感などがわからなくて、や りにくいのかなと思っていま
す。私の小学校時代は、而 白 い子どもでいたかったので、変な質間をしたり変な意見を言っ
たりする側の子どもで、よ く表に出ていました。いま非常勤講師として働いていますが、そ
のよ うな子どもが少なくて大人びています。小学校で流行っている言葉も「 それってあなた
の感想ですよ ね」など、ひろゆきさんの言菓が流行っていると聞きました。そのよ うに大人
びているところがあるので、専門 的な知識を少しだけ言菓で教えてあげたりすると、生徒も
喜んで使ったりすることがあると思います。専門 的な技能や 専 門 的な知識があると、少し発
言しや すくなると思います。評価の観点なども提示してあげると、生徒が面 白がって使った
り、そのよ うな視点をみて、ちょ っと大人っぽい意見を言えている よ うな感じで発表してく
れることもあるので、 そういうところも大切なのかなと思いました。

私は、効率的とか生産性がないことの方が好きで、それが楽しいところがあると思います。
そういった重要性を教えていける よ うな教員でいたい と 思います。 非常勤講師 と してあと
少ししか関わることができませんが、 そ の よ うなことを生徒に教えていけるといいなと考
えています。

征矢 ： 確かに専門 的な知識を教えると発表しや すくなるかもしれないですね。筑附の生徒も、
ちょ っと難しいことを知ると、周 囲に言いたくなったり他人に伝えたく なったりします。そ
のよ うに刺激してあげると 日 から言葉が出てく るかもしれないですね。
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松本英樹 ： 遊び 心 という話がありましたが、遊び 心を引 き出すために、教材を創る時のポイ
ントして、最近は、純粋に楽しいと感じられるよ うなシンプルな教材 ・ 授業をつくりたいと
思っています。体育では、できることの楽し さを味わわせることが大切だと言われますが、
コ ロナ禍ということもあって、 「できないことの楽し さ」を大切に考えています。私はア ウ
ト ドアが専門なので、例えば、火おこしなどを生徒に挑戦 させてみると、できないことを生
徒はすごく楽しんでいるよ うに見えます。簡単にできると楽しくなくて、できないから次 も
や りたい、できないから さらに挑戦したい…が積み重なっていきます。その辺りの仕掛けと
か、 「できなくもいいんだ」という、できない面白 さ、できないことを大切にする意識を教
えるところにこだわっています。3年生の選択授業ではそのあたりの教材を工夫して、楽し
んでくれたのではないかと思っています。遊び 心につなげる体育、発言しにくいという話を
聞いていてこのよ うに思いました。

別の話も させてくだ さい。 私はこの コ ロナの 3 年間を今 の 3 年生と一緒に過ごしてきま
した。 赴任して 3 年目なので今 の 3 年生には結構な思い入れがあります。 「得たもの」 や

「失ったもの」という話がありましたが、本校の生徒たちは 「圧倒的に得ている」と思って
います。得ていない学校の方が多くて、本校とは比べることができないくらい他の学校では
失っていることが多いのだろうな、と思っています。本校の生徒たちは、すごく 幸せな生徒
たちだと思っています。そして、他の学校に比べて圧倒的に体育科の教員が… 私はここに入
れてもらいましたが、ものすごく 毎日会議をして、苦しい思いをしてや ってきたなあ、と振
り返っています。 コ ロナ初年度の2020年度に水泳授業を実施すること1 つとっても、 かな
り細部にわたり会議をして、授業実施を守ってきたという部分があります。水泳授業をや り
抜き通したと思っています。いまだに教員会議などで色々 な先生方とや りあっています。ス
ポ ー ツ大会などを全校で実施することでも、 いろいろな部分においても議論してや りあっ
て、体育科の教員で協力しながら、なんとか進めてきている部分があります。このよ うな本
校の部分は紹介しておきたいと思いました。

ただ、得たものと失ったものを考えたとして、将来的に今 の3年生にどのよ うな影響が出
てくるのかはわかりません。しかし私たち教員 側としては、もうそろそろコ ロナだから、 コ

ロナ世代だから、というのは言い訳にならないのだろうなと思っています。今 までの発言で、
生徒や 学生の話がでてきていますが、ま さに目の前にいる子たちに、何か火をつける よ うな、
仕掛ける よ うな教え方、エ夫を考えていかなければならないと思っています。保健の授業や 、
体育でもバ レ ー ボール、ア ウ ト ドア、これからラグ ビーなども担当 しますが、生徒たちの発
言を引 き出す よ うな授業方法について、 私自身が学ばなければならないことはたく さんあ
ると思っています。その時のキ ー ワ ー ドが、「 シンプルでわかりや すく 、純粋に楽しい教材」
です。できる ・ できないを楽しませる、を意識した教材を考えながら授業づく りをしていけ

ればと思っています。
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征矢 ： できる ・ できない、 確かにそうですね。ちょ っと難しいとか、 ちょ っとできないとか、
そこの さじ加減で楽し さは変わってく ると思うので、 高校生に刺激を与えるには、 大切なポ
イントだと改めて思いました。

参加者 C（院生） ： 私も最近の若者なので、 こちら側からなぜ発言しにくいのかについて考
えてみました。先ほどの方も言っていましたが、 評価されることが気になっているのではな
いかと思います。この発言をすると変な雰囲気になるかもと思って言わなかったり、 発言を
して何か言われる ・ 叩かれるくらいなら、 いいアイデ ィ アを思いついても言わない方が自 分
としては楽だ、 という思いがあって発言しにくいのかな、 と私の感覚では思ってしまいます。

体育の意義を考えた時に、 他の教科に比べると、 答えはあるが、 そこにたどり着く道筋が
たく さんあるよ うに思っています。先生方はいろいろと実践 されていますが、 まず体育の中
で自 分の意見を発表する場をたく さん設けてあげるのがいいと思います。それと、 発言する
ことに対してはみんな肯定的であり、 明確な間違いというのはほとんどないと思うので、 そ
の発言を認 めてもらえるよ うな場を体育でたく さん確保することが大切なのかなと思いま
す。 体育は、 自 分の意見を発言できない生徒たちの助けになると考えています。

征矢 ： 評価されるというのは、 私は若者の側ではありませんが、 変な雰囲気になったらどう
しよ うとか、 私もすごく思います。誰でもそう思うのではないでし ょ うか。今 のご意見に、
確かにその通りだと共感できたのではないでし ょ うか。 ただ、 そ の中でも歳をとると少し
図々しくなるのか、 「 それでも発言した方がよ い」という部分が出てきます。もしかすると、
成長とともに変わっていく のかもしれないし、 コ ロナ世代という言菜で胡麻化 さずに将来
的に長い目でみて、 発言をしたり、 意見を言うよ うになっていってくれるといいな、 と今 の
発言を聞いていて思いました。

参加者 D（院生） ： 私は他大学から筑波大学の大学院に進学してきました。まわりの学生は
筑波大学から積み上げて来ています。発言しづらいということについて、 筑波大附高の生徒
にもあると思うのですが、 附属中学校から進学してきていたりすると、 そのよ うなところで
学生や 生徒同 士で評価している部分があるのでないか。 そ の部分で発言しづらいことにつ
ながっているのではないか、 と考えてしまいます。私のゼミでは、 宮崎先生が教育学部で学
んだ経験とかを話して指名 していただきます。実際の附属高校の体育授業の中で、 先生方か
らどのよ うな声かけがあるのかはわかりませんが、 附属以外の中学校での学習経験などを
取り上げて指名 してもらえたら、 生徒も自 分に活躍の場面を与えられていると感じて、 この
集団の中で受け入れられているという感 覚が得られて、 発言が楽になるのではないかと思
いました。
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参加者 E（院生） ： 松本 さんに質間です。 コ ロナ禍で水泳授業を実施するためにたく さんの
会議をして、授業改善なども繰り返 されていると思います。例えば、今日も土曜日で、時間
をつくるのはなかなか大変なことだと思うのですが、 そ の よ うに思える よ うになったきっ
かけ、 子どもたちによ り良い教育をするためにどのよ うにすれば よ いのかと深く 考える よ
うになったきっかけがあれば教えてくだ さい。

松本 ： 私はア ウ ト ドア、野外教育出身なので、大学生のころから小 さな子どもたちをキャン
プなどに連れて行ったりしていました。いまもア ウ ト ドアの授業をしています。体育の授業
もそうですが、いろいろなことを工夫して実践するのは面倒です。学校の外に生徒を連れて
行ってチャ レンジさせるのも面倒だし、 何か問題が起こったらどうしよ うと思うこともあ
ります。や んちゃ な子たちがいる時には特に思います。しかしや ってみて、成功を少しずつ
味わうと、それがたまらなく楽しいのです。その時に脳内で何が出ているのかはわかりませ
んが。次 も、もうちょ っと何かしてみよ うと思います。そして、や っぱり面倒で嫌だなと思
いますが、けど何かしてみると成功と失敗があり、どちらにせ よ 面 白 いし、そのよ うな中で
生徒と話をするのが楽しいのです。何か新たな取り組みをしよ うとした労力 は、生徒に伝わ
ります。そして生徒と親しくなって、普段見ることができない生徒の表情が見れで • •こうい
うのを味わいたくて教員をや っているんだよ な～、と思ったりします。それがくせになって、
ちょ っとずつ、他の学校ではできないことを “うちの学校でなら” 、と考えて、努力してい
るのだと思います。 少しずつ積み上げていくことが大切だと思っています。

参加者 E（院生） ： ありがとうございます。授業をしてみてもなかなか上手くいかず、指導
案を作っても改善点 ・ 問題点がたく さん出て、どのよ うなところに教員の楽し さがあるのか

がわからなくなってきていたので、 貴重なご意見をありがとうございます。

松本 ： 簡単なことからチャ レンジして、難しいことを考え過ぎない よ うに、授業をしてみて
くだ さい。

征矢 ： ベテランの先生方はみな さん感じていると思うのですが、大成功した授業なんて、お
そらくないですよ ね。授業の改善については、私も毎回の授業でああしたいこうしたいと欲
求は生まれてく るので、 大学院生の立場で授業を受け持つ場合であればなお さらだと思い
ます。どんどん改善してくだ さい。 よ りよ い教育というのは、生徒たちのために何ができる
かと考えはじめるところからはじまり、止まらなくなり、その繰り返しだと思います。その
よ うな想いを持って取り組んでもらえれば、よ い生徒が育つと思います。ぜひ今 後も頑張っ
ていってくだ さい。 大切な質間をありがとうございます。
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宮崎 ：時間が来ているよ うですが、もう少しだけ発言 させてくだ さい。附属高校はこの 3年
間で、体育科の中や 学校全体ですごく話し合いが為 されました。まず最初 に 「保健体育科は

“いのち” に関わる教科である」と学校全体に言い、それを共有してもらっています。もち
ろん賛成 される教員 ばかりではないと思います。ただ、教員の中でも 「朝体操」に参加する
ポ ジテ ィ ブな方もおられました。

午前中の情報交換会では 「総合的な探求」のグルー プに参加しました。これまでや ってき
た SGH の流れもありますが、 オンラインヘの対応においても中 心になる教員がいて、有事
の際にすごい勢いでプ ロ ジェクトチー ムを作ることができています。 「教員の質」と簡単に
言ってしまうと失礼になるかもしれませんが、附属は違うんだなと感じました。私は私立の
教員と授業グルー プを組んでいて、研修会や 検討会を開いています。そこで話を聞く と、「な
るべく余計なことをしたくない。だからオンラインの話も全く回ってこないし、課題を配っ
て コ ロナが終わるのを待っ」よ うな感じが、 コ ロナのはじめのころはあったよ うです。しか
し、 どうも コ ロナか長 引 きそうで対策が必要となったとき、All or Nothing みたいな、 すべ
て止めるか全部元に戻すかといった学校が多いのに気づきます。 附属高校が取り組んでい
たよ うな、 分散登校にも A·B·C とパタ ーン分けする よ うな、 コ ロナの状況をみながら制
限を段階的に解除したり、 コ ロナがひどく なったら制限を戻す よ うなことができていない
学校がかなりあると思いました。ある私立裔校では、一人 l 台デバイスの体制がいまだ幣っ
ておらず取り残 されている よ うな話も聞きます。 教科内で話し合うにはかなりの労力がい
るし、面倒だし時間も取られます。動けないことが現実なのでし ょ う。だから、附属高校の
先生方がよ く話し合われて、みな さんで一緒に動いているのはすごいことだと、この 3年間
を見ていてすごく 思いました。

公立 ・ 私立、問わず、他の学校でもこのよ うに対応してきた学校があると思いますが、大
勢の教員がいて、それぞれ違う考えの人たちが多くいる中で、有事の際に集団で対応すると
いうのは、 すごく難しいことだと思いました。

もう一点。ニ ュ ー ノ ー マルと よ く 言いますが、コ ロナのこの 3年間をなかったことにはで
きません。プラスになるものとして、例えばオンラインが普及して便利になったことが挙げ
られます。小 さな用 事が入っていて遠隔地の研究大会に参加できない場合も、オンライン会
議だと参加できます。 このよ うにプラスのこともあります。

スポー ツ の意義 ・価値ということでは、先ほど中塚先生が話 されましたが、みんなが外出
できなかったロックダ ウン時に、体育·スポー ツ の大切 さを感じたと思います。身体的 ・ 精
神的 ・ 社会的な面において。それが、 コ ロナが落ち着いて普通に戻ってく ると忘れてしまう
というのがもったいないと思います。便利になったところは残しつつ、その時に感じたもの
をいかにこの後につなげていくか、 ということがすごく大切だと思いました。

いっぱい話をしてしまいました。オンラインの難し さは、一人ずつしか区切って話せない
ことです よ ね … 。



－ 58 －

征矢 ： 最後にまとめていただきました。本日のテ ー マで取り上げた高校3年生は、 私が担任
として3年間持ち上がった学年なので、 思い入れがあります。いろいろなことを我慢 させて
や ってきました。世の中の風潮をみても、 よ うや く 生徒たちも解放 されて、 や っと普通の高
校生活に戻ってきたなと感じています。少しゃんちゃをするよ うにもなってきて、 それが高
校生らしいとも思います。や っと普通のことを、 少しずつですが味わうことができる よ うに
なり、 卒業していくのだなあと、 安堵感もあります。3年前を思い起こすと、 生徒は家に籠
って全く外に出ないので、 「歩くことすら久しぶりです」という生徒もいました。や はり体
育って重要だったのだとあの時に思ったことを、 今 後も生徒たちには忘れずにいてほしい
と思います。私たちも改めて体育の意義を、 これから入学する生徒たちにも伝えていかなけ
ればならいないと思いました。

予定していた時間を過ぎてしまいました。本日は、 お忙しい中、 筑波大学附属高校の研究
大会にご参加いただきまして、 本当 にありがとうございました。貴重なご意見を頂戴し、 私
たちもこれから益々 、 もっともっと勉強していかなければならないという気持ちになりま
した。これをきっかけに、 また来年以降もぜひご参加いただき、 学校教育について一緒に考
えていければと思います。若い学生 ・ 大学院生のみな さんもたく さん参加してくだ さり、 こ
ちらから発言をお願いした部分もありましたが、 貴重なご意見をありがとうございました。
私たちにも勉強になりました。

以上で、 研究大会を終了 させていただきます。 どうも有難うございました。

おわ り に 一 「With コ ロ ナ」 か ら 「After コ ロ ナ」 へ

新型 コ ロナ ウ ィ ルス感染症は、 2023年 5月 8日に季節性インフ ルエンザと同じ 「5 類」へ
移行する方針である。3 月13日からはマスク着用 の判断が個人に委ねられる。 「With コ ロ
ナ」から 「After コ ロナ」へ徐々 に向かいつつある。

いまの 「3年生」すなわち小3 、 中3 、 裔3 、 大3 、 およ び社会人3年目の方々 はみな、 新
生活の3年間をコ ロナとともに過ごした年代である。3年間で得たものと失ったものを直視
し、 次 につなげてほしい。

我々の日々の実践も、 この3 年間が大きく見直すこ と となった。 「議論のために」に示し
た論点は、 「After コ ロナ」 へ 向けての視点でもある。 改めて提示して本稿を終えたい。

1) 歴史的な転換点であった
・ リ ニ ュ ーアルのチャンス
・ 「不易」 と 「流行」 一 何を残し、 改めるか

2) これからの学校のすがたを考える好機である
進む学校離れ（部活動加入率／塾 ・ 予備校への依存） ／学校と地域の連携

3) 再認 識できた ‘‘遊び’' 経験の重要性
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令．校 生 徒 各位

保健体育科からのメ ッ セ ー ジ

緊 急 1t態7[ Jが 発令 さ れ ま し た。 新咆 コ ロ ナ ウ ィ ル ス が 猛威 を 振 る っ て い ま す 私 た ち の n 常生活
は 失われ 、 休校期 間 も 延長 さ れ ま し た。 先の 見 え な い 不 安 な 中 での 2020 年度 の ス タ ー ト です。

そ の 後 、 i芍 さ ん は 、 何を 思い 、 どの よ う に 過 ご し て い る で し ょ う
保健 体 ff 科は ‘' いの ち ＂ を扱 う 教科 です。 そ の 立場 か ら 、 竹 さ ん に メ ッ セ ー ジ をお届 け し ま す

閣 も 用 慈 し ま し た 動画 と と も に な かみ を確認 し 、 さ っ そ く 取 り 糾ん で く だ さ い。

1 . 社会の一貝 と し て の 自 覚 を持 ち 、 責任 を持っ て行動 し て く だ さ い
ほんの少 し の 油 断に よ り 、 多 く の 人 に感染症が拡 大す る 様 r-が伝え ら れ て い よ ナ
政府や n 治体、 学校か ら の 要間 を 、 他人 ご と でな < n 分 ご と と し て受 け 止 め 、 実践 し て く だ さ い
想似 ）） を慟かせて く だ さ い も し かする と あ な た は （ 私は） 、 発症 し て い な い だ け で 、 すでに新型

コ ロ ナ ウ ィ ル ス に 感染 し て い る か も し れ ま せん。 あ な た の （私の） ほんの少 し の油断に よ っ て 、 あ な
た よ り （ 私 よ り ） 抵抗 ）］ の な い 人 に感染が広が る か も し れ ません

そ う な ら な い よ う 、 い ま すぺ き こ と に 全力 で、 誠店 を も っ て 取 り 糾ん で く だ さ い。

2 . 運動 ・ 栄養 ・ 休養のサイ ク ルを確立 し 、 自 分 自 身の健康 を保持 ・ 増進 し て く だ さ い
ヒ ト と し て の生活は 、 運動 ・ 栄 投 · 休 投 の サ イ ク ル で構成 さ れ て い ま す。 n 々 の学羽 も 、 趣味の新

動 も 、 すべて こ の ト ラ イ ア ン グ ル の 中 で展 開 さ れ ま す。
こ の時期 、 巡動の 鼠 と 買が 低 下 し て い る の では な いか と 心陀 し て い ま す。 保体科か ら 課題 を 出 し ま

すの で し つ か り 取 り 糾ん で く だ さ い。
栄 養 と 休 浚 につ いて も 、 こ の機 会 に改 め て 、 家族 ぐ る みで 見 直 し てみ て は ど う で し ょ う 。 自 分 だけ

でな く 家族の QOL (Qual i ty of L i fe) Iり 上に 、 あ な た も 且献すべ き です
自 己 観察 J T I の QC シ ー ト が イi効です。 括｝ I I し て く だ さ い。

3 . こ の機会に学んで く だ さ い
テ レ ピや ネ ッ ト のニ ュ ー ス では 、 木 知 の ウ ィ ル ス と そ の 対 策 に つ いて の情 報が あふれ て い ま す。
“ い の ち ” を扱 う 教科 と し て 、 こ の機会に学ん でほ し い こ と が た く さ ん あ り よ す 「感染症」 や

「 心身相 l対」 につ いて 学習 ス ラ イ ド と 課題 を ｝ I I ，む し ま し た の で取 り 糾ん で く だ さ い
延 期 に な っ た オ リ ン ヒ ッ ク ・ パ ラ リ ン ヒ ッ ク を は じ め 、 ス ポー ツ や ラ イ プ な どの さ ま ざ ま な イ ペ ン

ト が 中 止 に な っ て い ま す。 選 手やア ー テ ィ ス ト の 視点だけ でな く 、 どれだけ 多 く の 人 々 がかかわ り 、
さ さ え る 人 々 の 生活は ど う な っ て い る のかについて も学び 、 考 え て く だ さ い。

4 .  “遊び心” を持っ て ポ ジテ イ プに 取 り 組み ま し ょ う
保健 体 ff 科が 上 に 取 り 扱 う ス ポ ー ツ と い う 文化はそ も そ も ＂ 遊び＂ です。 「 生 き る 」 だけ な ら な く

て も よ いが 、 「 よ り よ く 生 き る 」 に は 不 1 1J 欠 な も の だ と 、 私た ち は 考 え ま す。
ス ポ ー ツ やア ー ト 、 汗楽や ダ ン ス のJJj（点に は ‘‘ 遊び” が あ り ま す
困 難 な時期ですが 、 ’‘遊び心

＂ を 忘れずに 、 ポ ジテ ィ プに 取 り 組ん でい き ま し ょ う ！

筑波 大学附屈困 等学校保健体 ff f




